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１ 公益目的事業 公１「選考会事業」活動報告及び経過報告 

 

（１）令和３年度「第 10 回福田靖子賞選考会」の実施 

令和３（2021）年 8 月に、第 10 回福田靖子賞選考会を実施し、レッスン担当教授３名奨学

生９名によるレッスンと、最終選考オーディションを行った。 

 

ア）日程及び会場 

 レッスン 令和３年 8 月 20 日・21 日  最終審査会 令和３年 8 月 23 日 

 会場 東京音楽大学池袋キャンパス（レッスン） 

昭和音楽大学 ユリホール（最終審査会） 

  ※会場として、東京音楽大学・昭和音楽大学の全面的な協力を得た。 

 

イ）審査員・レッスン担当講師 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、海外からの入国が厳しく制限されていた状況を受け、第 10 回選

考会に関しては、国内在住の国際経験豊かな音楽家にレッスンと審査を依頼した。 

 

■レッスン担当講師 

パスカル・ドヴァイヨン（元ベルリン芸術大学講師、桐朋学園大学特任教授） 

菊地裕介（ジュネーヴ国際、マリア・カナルス国際等入賞、東京音楽大学専任講師） 

田村響（ロン・ティボー国際音楽コンクール優勝 京都市立芸術大学講師） 

■選考会担当審査員 

上原彩子（チャイコフスキー国際音楽コンクールピアノ部門優勝、東京藝術大学音楽学部早期教育リサー

チセンター准教授） 

菊地裕介（ジュネーヴ国際、マリア・カナルス国際等入賞、東京音楽大学専任講師） 

松本和将（エリザベート国際・ブゾーニ国際等入賞、名古屋音楽大学客員准教授） 

 

ウ）選考会の実施 

8 月 20 日・21 日に、上記 3 名の講師が、下記 9 名の参加者に対して総当りでレッスンを行

い、23 日に、1 人あたり 30 分程度のプログラムによるオーディションを実施。最終選考は、

江口文子氏（昭和音楽大学教授）黒田亜樹氏（ペスカーレ音楽院教授）二宮裕子氏（元桐

朋学園大学特命教授）松﨑伶子氏（平成音楽大学教授・洗足学園音楽大学名誉教授）と上

記選考会担当審査員 4 名の、計７名により行われた。 

※第 10 回福田靖子賞選考会参加者（五十音順、地名は居住地、学年は令和３年度のもの） 

稲積陽菜（高３／東京都）海老原歩実（高３／千葉県）国本奈々（高２／山口県）後藤美優（高２／愛知

県）神宮司悠翔（高１／神奈川県）中瀬智哉（高１／富山県）原田怜（高１／神奈川県）山崎夢叶（高２

／千葉県） 



※なお、書類選考を通過した澤田幸希さん（中１／北海道）は、感染症関連の事由で最終選考会（レッス

ン・審査）を辞退したが、今後、準奨学生としてサポートしていく。 

 

エ）最終結果 

福田靖子賞（第１位） 国本奈々 （奨学金 100 万円） 

第２位   原田怜 （奨学金 40 万円） 

第３位   神宮司悠翔（奨学金 20 万円） 

第 4 位   稲積陽菜（奨学金 15 万円） 

入選   海老原歩実、後藤美優、中瀬智哉、山崎夢叶 

 

※入賞者全員が奨学金授与条件（英語検定３級以上）を満たしたので、当該年度中に奨学金の振込を完了

した。 

 

（２）令和５年度「第 11 回福田靖子賞選考会」に向けた準備 

 

ア）日程の確定 

 レッスン 令和５年 8 月 22・23 日 最終審査会 8 月 25 日 会場未定 

 

イ）海外招聘審査員の依頼 

新型コロナウイルス感染症の影響を注視しつつ、第 11 回は海外招聘審査員を招い

てレッスン・最終審査を行いたいと考えている。 

 

 

（３）福田靖子賞選考会参加者への助成事業 

以下の４件の国際的な音楽研修機会に渡航費・参加費を助成し派遣を行った。 

 

4月 森本隼太  ローマ留学及び現地教授レッスン受講派遣（イタリア） 

9月 岸本隆之介  ウィーン留学準備及び現地教授レッスン受講派遣（オーストリア） 

9月 八木大輔  MozArte 国際ピアノコンクール参加への派遣助成（ドイツ） 

3月 中瀬智哉・神宮司悠翔 福間洸太朗先生コンチェルトマスターコース（柏崎）派遣 

 

 

（４）その他 

ア）平成 25 年度より、全日本学生音楽コンクール（主催：毎日新聞社）ピアノ部門中学の

部全国大会第 1 位受賞者に対し、海外学習の渡航助成を目的とした特別賞「福田靖子賞」

を授与している。 



令和３年度、第 75 回全日本学生音楽コンクールが行われ、ピアノ部門中学の全国大会第 1

位受賞者が 2 名出たので、2 名ともに「福田靖子賞」が授与された。受賞者は、木田慎太郎

さん（北海道教育大付属札幌中 1 年）朴沙彩さん（東京都新宿区立落合中 3 年）。木田さん

には郵送で表彰状と目録を授与、朴さんには東京（サントリーホール・ブルーローズ）で

の表彰式・入賞者演奏会において当財団理事長の福田成康が表彰状・目録を贈呈した。 

 

イ）ピティナ・ピアノコンペティション（主催：一般社団法人全日本ピアノ指導者協会、

隔年開催）Jr.G 級金賞受賞者に対し、海外学習の渡航助成を目的とした特別賞「福田靖子

賞」を授与している。令和３年度には第 45 回が行われ、原田怜さん（桐朋女子高等学校音

楽科（共学）１年）が金賞を受賞したので、当財団理事長の福田成康が表彰状・目録を授

与した。 

 

 

２ 公益目的事業 公２「研修会事業」活動報告及び経過報告 

 

令和３年度は、以下の通り研修会（マスタークラス）を実施し、福田靖子賞選考会参加者

にはレッスン料の一部を助成した。 

令和２年度は実地でのマスタークラスが一度もできなかったが、令和３年 9 月より、日本

在住の海外アーティストも起用し、少しずつ再開している。 

 

9 月 第 118 回エマニュエル・リモルディ先生マスタークラスレッスン補助 

国本奈々、神宮司悠翔、谷昂登、渡邊晟人 

  

1 月 第 119 回ラルフ・ナットケンパー先生マスタークラスレッスン補助 

稲積陽菜、海老原歩実、片山響、原田怜 

 

3 月 第 120 回エマニュエル・リモルディ先生マスタークラスレッスン補助（2 日間） 

稲積陽菜、片山響、国本奈々、谷昂登、中瀬智哉、原田怜、村上智則、山崎夢叶、吉原佳奈、渡邊晟人 

 

 

※特記事項 

①前年度に続き Web 会議システム Zoom を用いてワークショップ（勉強会）を行った。 

11 月 第 5 回 飯田有抄（クラシック音楽ファシリテーター・当財団理事） 

 「ショパンコンクールを通じて学ぶ」 

12 月 第 6 回 山田剛史（ピアニスト） 

 「古典派の音楽と「ことば」 ～「話す」と「歌う」、時代と社会～」 

1 月  第 7 回 古屋晋一（脳科学者、ソニーコンピュータサイエンス研究所シニア・リサーチャー） 

 「演奏表現の限界を突破するための脳と体と心のサイエンス」 



②2021年 6月に行われたピアニスト、ダニエル・バレンボイム氏の東京での演奏会に対し、

株式会社テンポ・プリモとの協力により優先的にチケットを確保。当財団の過去の奨学生

18 名に対してチケット代の一部を補助して視聴の機会を提供した。 

 

 

３ 管理部門及び寄付に関する報告 

 

（１）理事会・評議員会の開催状況 

令和３年 6 月 22 日 理事会 

・報告事項 第 11 期（自令和 2 年 4 月 1 日 至令和 3 年 3 月 31 日）事業報告の件／2021 年度の活動の

方向性と途中経過報告 

・決議事項 「ジュニア育成企画準備資金」（特定費用準備資金）承認の件／第 11 期計算書類および財産

目録承認の件 

 

令和３年 6 月 23 日 評議員会 

・報告事項 第 11 期（自令和 2 年 4 月 1 日 至令和 3 年 3 月 31 日）事業報告の件／2021 年度の活動の

方向性と途中経過報告／「ジュニア育成企画準備資金」（特定費用準備資金）積立の件  

・決議事項 第 11 期計算書類および財産目録承認の件 

 

令和４年 3 月 30 日 理事会 

・報告事項 齋藤政子氏からの 2022 年 3 月の寄付金 1 件返還（辞退）の件 

・決議事項 当財団 寄付金等取扱規程 承認の件／指導者向けの賞の要否の件／令和４年度（2022 年度、

第 13 期）事業計画及び収支予算 承認の件 

 

 

（２）寄付金収入に関する報告 

令和３年度は、末尾別表の各氏・団体より、計 4,051,259 万円の寄付をいただいた。 （※末尾別表参照） 

 

※齋藤政子氏からいただいた 300 万円のご寄付に関しては、「福田成一記念特定資産」として計上し、選考

会の優秀者の指導者を表彰するための資金として利用する計画で選り分けている。 

 

（３）公益財団法人の運営等に関する情報公開  

内閣府へ、令和３年 6 月 30 日までに「令和２年度事業報告等」を、また、令和４年 3 月 31 日までに、｢令

和４年度事業計画書等」の定期提出書類を提出するとともに、決算書類を、当財団ウェブサイトに掲出し、

活動内容を逐次ウェブサイトにアップロードしている。 

 



（４）業務執行体制等  

福田成康理事長、加藤哲礼理事・事務局長が日常の業務を行っている。また、経理業務においては、土屋

宗一税理士事務所（担当：大河原透氏）に伝票の確認及び決算書の作成等を委託し、日常的なチェック体

制を敷いている。決算書等は、堀明久監事により監査を行っている。 

 

 

 

◆令和３（2021）年度 受取寄付金一覧  （令和３年 4 月 1 日～令和４年 3 月 31 日） 

受領年月日 寄附者 受領額 

2021/4/15 金子 勝子 ¥20,000 

2021/4/16 福田 成康 ¥1,000,000 

2021/6/22 上総 治子 ¥20,000 

2021/10/29 福田 成康 ¥3,897 

2021/10/29 亀谷 公美 ¥1,583 

2021/11/10 齋藤 政子 ¥3,000,000 

2022/3/31 福田 成康 ¥4,580 

2022/3/31 亀谷 公美 ¥1,199 

  
¥4,051,259 

 

 

 

 

令和３年度 事業報告の附属明細書 

 

令和３年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則

第３４条第３項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する

重要な事項」が存在しないので、これを作成しない。 

 

 

 

 

以上 


